
●ワークシートについて

今回の特別展では、世界各国から収集、借用された資料約1700点が展示
されています。特別展を見学する子ども達にとって、作品を「観る」こと
の手段、またはこの特別展で伝えたいことを子ども達に伝える手段として
このワークシートがお役に立てればと考えています。

今回の特別展で伝えたいことの一つである「模倣」を切り口にした「観
る」ことを支援するワークシートです。

展示場は大きく分けると
1階は、入り口から順に「ジャワ更紗」「近代のプリント更紗」「現代の
プリント更紗（東アフリカ、西アフリカ、アジア）」の3つ、
2階は、階段を左側を上って「ジャワ更紗とプリント更紗の技法」「東南
アジアのロウケツ染め」「日本のロウケツ染め」「オーストラリアアボリ
ジニのロウケツ染め」「カリブ海諸国のロウケツ染め」の5つに分かれて
おり（下図参照）展示場を「観て」「比べる」ことを通じて、時代や国を超
えて模様が「模倣」を重ねながらつくられていることに「気づく」ことを
支援するためのワークシートです。

更紗は、その技法も含めジャワ更紗から世界中に広まっていきましたが、
ジャワ更紗に使われている模様は、ジャワ独自の模様ではなく、諸外国の
宗教や文化などを取り入れた模様でした。
その模様が世界に広まる過程において、様々な国で「模倣」されていきま
した。「模倣」は単純に真似たということではありません。
「学び」＝「まねび」
誰かを、何かを「まねる」ことは、学びです。

様々な国で、更紗のつくり手達は、模様を「模倣」する中で、自分なりに
吟味し、消化したものにさらに自分らしさを加えて新たな模様として世界
へ送り出していきました。
展示作品の中には、複数の異なる文化の模様を融合させ、生み出された
模様もあります。

●先生へのお願い
この更紗の数多くの模様が生み出されたプロセスは、まさに学びのプロ
セスと言えます。誰かに料理を教わる、絵の描き方を教わるなど、自分た
ちの生活の中でも「模倣」からはじまる「学び」について同じことが言
えるのではないでしょうか？私たちは、そのことを今回のワークシートを
通じて伝えたいと願っています。
しかし、ワークシートだけで、この気づきが生まれることは難しいと考
えています。そこで是非このワークシートを利用した展示場見学の終りに
子ども達にこれらのことを伝えていただきたいのです。
そして子どもの心に、1700点を超える作品をただやみくもに見て終わる
のではなく、一つの作品でも、心に留まってくれることを願っています。

●アンケートについて
ワークシートを使用された先生方には、アンケートにご協力いただくこ
とになっております。今後のワークシートの開発・改善のために、実際に
使われた先生方の生のお声を聞かせていただきますよう、お願い申し上げ
ます。

印で、各ワークシートにあげている資料のある位置を示しています
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